
代表
質問

令和５年度の市政運営に対する

基本的な考え方について伺う

令
和
５
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
的

な
考
え
は
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
化
へ
向
け
て
の

取
り
組
み
は
ど
う
か
。

そ
の
ほ
か
の
新
た
な
取
り
組
み
等
は
。

利
用
す
る
際
、
運
用
は
変
わ
る
の
か
。

新
た
な
課
題
の
解
決
や
事
業
を
展
開

し
て
い
く
上
で
健
全
財
政
の
維
持
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
も
総
合
計
画
に
掲
げ
る
21

の
施
策
の
成
果
を
着
実
に
向
上
さ
せ

る
た
め
、
施
策
の
評
価
結
果
と
予
算

が
連
動
す
る
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
を

推
進
し
て
い
る
。
さ
ら
に
令
和
４
年

度
は
、
行
政
評
価
と
財
務
会
計
が
連

携
し
た
電
子
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
引
き

続
き
効
果
的
で
効
率
的
な
行
政
運
営

に
努
め
る
。

幅
広
い
世
代
の
住
民
や
地
域
団
体
・

事
業
者
等
が
つ
な
が
る
交
流
拠
点
、

さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
学
び
楽
し
む
生

き
が
い
拠
点
、
地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
た
活
動
拠
点
の
３
つ
を
柱
と
し
、

今
後
自
治
会
等
へ
説
明
会
を
開
催
し
、

意
見
を
ふ
ま
え
て
基
本
方
針
を
ま
と

め
、
条
例
制
定
後
、
令
和
６
年
４
月

よ
り
市
内
９
公
民
館
を
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
へ
移
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
免
疫
力
の
低
下

な
ど
に
よ
り
発
症
リ
ス
ク
が
高
い
と

さ
れ
る
50
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

帯
状
疱
疹
任
意
予
防
接
種
費
用
を
県

内
最
高
額
で
助
成
す
る
。

子
ど
も
た
ち
の
環
境
整
備
事
業
と
し

て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業

で
は
、
利
用
者
増
加
が
見
込
ま
れ
る

小
学
校
区
へ
の
新
設
を
支
援
す
る
ほ

か
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
事
業
に

お
い
て
は
ク
ラ
ブ
活
動
を
12
種
目
ま

で
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
新
規
設
立

ク
ラ
ブ
へ
、
準
備
経
費
の
一
部
費
用

を
助
成
す
る
。

駅
ま
ち
空
間
整
備
事
業
で
は
、
駅
前

広
場
と
駅
周
辺
市
街
地
な
ど
の
駅
ま

ち
空
間
に
お
け
る
に
ぎ
わ
い
創
出
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
官
民
連
携
に
よ
る
空
間
整
備
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

自
治
会
主
催
の
地
域
行
事
に
伴
う
懇

親
会
、
慰
労
会
な
ど
一
定
の
ル
ー
ル

を
守
っ
て
い
た
だ
い
た
中
で
飲
酒
も

認
め
る
方
向
で
も
検
討
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
決
算
で
の
財
政
の
健
全

化
を
示
す
実
質
公
債
費
比
率
は
早
期 

健
全
化
判
断
比
率
25
％
に
対
し
６
・

５
％
、
将
来
負
担
比
率
は
３
５
０
％

に
対
し
８
・
５
％
と
、
各
指
標
と
も

適
正
な
範
囲
で
、
健
全
な
状
態
で
あ

る
。
令
和
５
年
度
末
の
一
般
会
計
の

市
債
残
高
は
４
９
６
億
７
２
３
６
万

円
の
見
込
み
で
、
前
年
度
に
比
べ

19
億
７
４
９
５
万
円
の
削
減
を
図
っ

迅
速
・
柔
軟
な
行
政
運
営

公
民
館
の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
化

代表質問とは？…会派の代表議員が、市長の施政方針や市政全般について総括質

問をする。焼津市議会では２月定例会のみ実施している。

各地の公民館が地域交流センターへ

─ 小川公民館 ─

凌雲の会 池
い け

 谷
が や

 和
か ず

 正
ま さ

て
い
る
。
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代表
質問施策方針について伺う

新
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
３
点
挙
げ
ら
れ
た
。
１

点
目
に
水
産
文
化
都
市
焼
津
の
実
現

に
向
け
て
躍
進
す
る
ま
ち
づ
く
り
。

２
点
目
に
市
政
運
営
の
目
標
と
な
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
「
進
」
と
し
、
進
化
、

推
進
、
前
進
、
躍
進
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
や
り
方
に
と
ら
わ
れ
な
い
、

新
し
い
発
想
・
柔
軟
で
迅
速
な
行
政

運
営
で
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。
３

点
目
に
第
６
次
総
合
計
画
第
２
期
基

本
計
画
を
着
実
に
進
め
る
た
め
組
織

横
断
的
な
取
り
組
み
を
重
点
的
か
つ

積
極
的
に
進
め
る
と
し
、
４
つ
の
重

点
取
り
組
み
を
掲
げ
た
。

⑴
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
と
新
た
な
日
常
の
推
進

⑵
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し
た
社
会

課
題
の
解
決
へ
の
取
り
組
み

⑶
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
対
策

⑷
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ

以
上
４
つ
の
重
点
取
り
組
み
の
考
え

方
と
主
な
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
と
新
た
な
日
常
の
推
進
で
は
、

市
民
の
皆
様
と
感
染
症
を
乗
り
越
え

る
と
と
も
に
、
市
民
、
事
業
者
、
行

政
が
と
も
に
汗
を
流
し
、
新
た
に
生

み
出
す
「
共と

も

生う

み
」
と
い
う
新
し
い

考
え
の
下
、
や
い
づ
ワ
ー
ク
（
新
し

い
働
き
方
）
導
入
事
業
や
高
齢
者
い

き
い
き
お
出
か
け
支
援
事
業
な
ど
の

事
業
を
展
開
し
、
産
業
や
市
民
生
活

を
新
た
な
段
階
に
し
て
い
く
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
る
。

⑵
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し
た
社
会

課
題
解
決
へ
の
取
り
組
み
で
は
、
焼

津
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業
や
ス
マ
ー

ト
水
産
業
推
進
事
業
な
ど
の
事
業
を

展
開
し
、
本
市
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
さ
せ
る

と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

⑶
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
対
策
で

は
、
第
２
期
焼
津
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
こ
う

の
と
り
事
業
や
小
・
中
学
級
支
援
員

配
置
事
業
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
、

引
き
続
き
結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で
の

４
つ
の
重
点
取
り
組
み

第６次総合計画第２期基本計画

公明党議員団 鈴
す ず

 木
き

 浩
ひ ろ

 己
み

切
れ
目
の
な
い
支
援
や
幼
児
教
育
、

保
育
な
ど
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

充
実
し
た
施
策
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ

て
い
く
。

⑷
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
は
、
２
０
５
０
年

ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
を
目
指
す
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
実
現
に
向
け
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
推
進
機
器
導
入
事
業
や
公
共

施
設
の
一
括
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
調
査
事
業
な

ど
の
事
業
を
展
開
し
、
新
た
に
公
共

施
設
や
地
域
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。
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代表
質問

市民の声と施策方針

～切実な声を受けとめて！

一
般
家
庭
で
、
値
上
が
り
に
悲
鳴
が
上

が
っ
て
い
る
電
気
代
の
補
助
制
度
は
。

小
・
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
を
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
の
啓
発
と
焼
津
市

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
を
。

新
病
院
建
設
計
画
も
、
病
床
の
削
減
あ

り
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

市
立
総
合
病
院
は
住
民
の
命
と
健
康
を

守
る
砦
で
あ
る
。
新
病
院
基
本
設
計
業

務
を
前
に
、
病
床
は
４
７
１
床
か
ら
48

床
が
削
減
さ
れ
、
基
本
設
計
時
に
は
さ

ら
に
削
減
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

必
要
な
患
者
が
、
入
院
で
き
な
く
な
る

の
で
は
、
と
心
配
の
声
も
あ
る
た
め
、

市
内
に
介
護
タ
ク
シ
ー
が
な
く
、
福
祉

タ
ク
シ
ー
で
は
料
金
が
高
い
と
い
う
高

齢
者
の
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
通
院
等
乗
降
介

助
に
該
当
す
る
場
合
、
自
己
負
担
額
は

１
割
で
済
む
た
め
、
車
い
す
で
通
院
す

る
方
が
介
護
タ
ク
シ
ー
を
使
え
る
よ
う

求
め
る
。

石
川
県
小
松
市
の
よ
う
に
、
市
内
に
事

業
所
の
あ
る
中
小
企
業
や
個
人
事
業
者

へ
電
気
・
燃
料
代
の
補
助
を
し
て
は
。

現
時
点
で
本
市
独
自
の
電
気
代
補
助
制

度
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
が
、
負
担

軽
減
策
と
し
て
国
が
電
気
・
ガ
ス
価
格

激
変
緩
和
対
策
事
業
を
１
月
か
ら
実
施

し
て
い
る
。

現
時
点
に
お
い
て
一
律
の
無
償
化
は
考

え
て
い
な
い
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
の
趣
旨
を
踏
ま
え

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
公
共
施
設
等
に
配

架
し
周
知
し
て
い
る
。

条
例
は
、
こ
ど
も
基
本
法
の
基
本
理
念

に
則
り
子
ど
も
施
策
を
実
施
す
る
た
め
、

現
時
点
で
制
定
す
る
予
定
は
な
い
。

厚
生
労
働
省
が
公
表
す
る
最
新
の
受

療
率
で
病
床
規
模
を
検
討
し
た
結
果
、

２
０
３
５
年
に
患
者
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

病
床
利
用
率
を
85
％
で
運
用
し
た
場
合
、

必
要
病
床
数
は
４
１
０
床
か
ら
４
２
３

床
の
見
込
み
と
な
っ
た
た
め
、
新
病
院

に
お
け
る
病
床
数
は
４
２
３
床
を
上
限

と
し
、
今
後
基
本
計
画
の
見
直
し
を
す

る
中
で
決
定
し
て
い
く
。

現
在
、
介
護
タ
ク
シ
ー
へ
の
参
入
を
検

討
し
て
い
る
事
業
者
か
ら
の
相
談
を
受

今
回
の
病
床
数
の
変
更
は
、
ベ
ッ
ド
が

不
足
し
て
い
る
人
工
透
析
や
、
が
ん
化

学
治
療
法
等
の
外
来
治
療
患
者
に
早
期

対
応
す
る
た
め
に
病
床
機
能
を
変
更
す

る
も
の
で
あ
る
。

市
独
自
の
支
援
と
し
て
省
エ
ネ
設
備
等

を
導
入
す
る
中
小
事
業
者
に
補
助
を
し

て
お
り
、
令
和
５
年
度
も
継
続
す
る
。

国
で
も
電
気
代
・
燃
料
費
の
高
騰
対
策

が
あ
り
、
そ
の
効
果
も
踏
ま
え
、
必
要

な
対
策
の
検
討
を
し
て
い
く
。

物
価
高
騰
対
策

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

医
療
・
福
祉
の
充
実

介護タクシー（イメージ）

日本共産党市議会議員団 深
ふ か

 田
だ

 ゆ り 子
こ

病
床
削
減
の
中
止
を
求
め
る
。

け
、
事
業
指
定
の
た
め
に
必
要
な
情
報

を
提
供
し
て
い
る
。
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